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当院は 2000 年 7 月より NST 稼動が開始され、その後、各患者の栄養状態の管理や QOL

の上昇に積極的に介入してきた。その結果として、NST 稼動にともない様々な影響が病

院全体に現れてきている。経済的な面や、地域医療との関わり、スタッフの負担等が挙

げられる。今回は在院日数の変化を例にあげて NST 稼動により何が変わったか、なぜ

在院日数に変化が現れたのか、等を検討する。 


